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保延２年（1136）１０月・１１月・１２月   
   保延５年（1139） ４月・ ５月・ ６月 
   康治元年（1142） 四季 
   康治２年（1143） 四季 
天養元年（1144） 四季 
   久安元年（1145） 四季 
   久安２年（1146） 四季 
   久安３年（1147） 四季 
   久安４年（1148） 四季 
   久安６年（1150） 四季 
   仁平元年（1151） 正月・ ２月・ ３月 
   仁平２年（1152） 正月・ ２月・ ７月・ ８月・ ９月  
   仁平３年（1153） ７月・ ８月・ ９月・１０月・１１月・１２月 
   久寿元年（1154） 正月・ ４月・ ５月・ ６月・ ７月・ ８月・ ９月  
１０月・１１月・１２月 
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②康治元年 ４月２０日 止韮  
④康治２年 ３月２２日 止韮  
⑤康治２年 ６月２７日 食韮   









1 ⃣康治元年 ３月１９日 服韮  
         ３月２２日 申食韮了  
2 ⃣康治元年 ４月２０日 止薤    
   3 ⃣康治２年 ３月１３日 依服薤、宣命事譲右将軍  
4 ⃣康治２年 ３月２２日 止韮  
5 ⃣康治２年 ６月２７日 食薤  
 























①康治元年 ３月１９日 服薤、 
           ２２日 申食薤了、  
②康治元年 ４月２０日 止韮、                
   ③康治２年 ３月１３日 依服薤、宣命事譲右将軍、  
   ④康治２年 ３月２２日 止韮、   
⑤康治２年 ６月２７日 食韮【註 6】、 
⑥康治２年 ８月 ４日 依薤、自川原奉幣、  
         ９月 ５日 自今日止薤、  
⑦天養元年 ６月１５日 自川原奉幣、依薤也、  
⑧久安元年 ３月１７日 今朝服薤、  
４月 ８日 依服薤不参灌仏、  
⑨久安２年 ８月３０日 自今日止薤、  
⑩久安３年 ３月１７日 自今日服薤、  
２９日 止薤、  
⑪久安３年 ７月２５日 自今日食薤、  




           １５日 依服薤、自川原奉幣於八幡、但不忌仏事、掾長和二年御記也、 
９月 １日 自今日止薤、  
⑫久安４年 ３月２８日 自今日食薤、  
         ４月 ２日 申依服薤、不能行奉幣事之由、  
            ８日 有灌仏、依服薤不参、  
          ２４日 自今日不食薤、  
⑬久安４年閏６月２４日 始食薤、 
７月 １日 今朝念大神宮、拝諸社及先聖先師、如去月四日、但依食薤、  
不拝八幡、日吉、 
８月 １日 拝七社及先聖先師、今度加拝吉田及故宇治殿墓、但不拝八幡、日吉、 
其代奉幣料紙、依食薤也、 
３０日 自今日不食薤、  
⑭久安６年 ７月１６日 自今日食薤、  
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８月２５日 自今日不食薤、 
９月 ３日 止薤之後、是夜初沐浴、  
⑮仁平２年 ７月１４日 依服薤不拝盆、但送寺如常、  
           １５日 今明物忌、仍不詣寺々、雖服薤唱弥陀名号、師長参法成寺云々、  
           ２６日 今日不服薤、  
⑯仁平３年 ７月 ７日 今日不服薤、為拝盆也、 
⑰久寿元年 ４月１３日 明日日吉祭也、而依賀茂詣、今日奉幣帛、神馬、乗尻、但依服薤、 
自河原奉之、今日不用魚類〈明日用之〉、猶服薤、使隼人正清定乗尻  
今日着社頭、明日参宝前、帰京、乗尻馬用駄、依賀茂社詣也、  
１９日 自今日不食薤、  
⑱久寿元年 ６月１６日 自今日服薤、  
         ７月１４日 依服薤、不拝盆、 
         ８月 ４日 依服薤、自河原奉之、 
           ６日 余自今日不食薤、  







①康治元年 ～３月１９日―３月２２日  薤 ４日間～ 晩春 
②康治元年       ～４月２０日 （韮） 不明     初夏 
③康治２年             ～３月１３日～ 薤   不明  晩春 
④康治２年       ～３月２２日 （韮）  不明  晩春 
⑤康治２年             ～６月２７日～ (韮） 不明        晩夏 
⑥康治２年 ～８月 ４日―９月 ４日  薤２９日間              仲秋-晩秋 
⑦天養元年        ～６月１５日～ 薤   不明       晩夏 
⑧久安元年 ～３月１７日―４月 ８日～ 薤２２日間～ 晩春―初夏 
⑨久安２年       ～８月２９日  薤   不明             仲秋 
⑩久安３年   ３月１７日―３月２８日  薤１２日間  晩春 
⑪久安３年  ７月２５日―８月３０日  薤３５日間              初秋―――晩秋 
⑫久安４年   ３月２８日―４月２３日  薤２５日間  晩春―初夏 
⑬久安４年 閏６月２４日―８月２９日  薤６５日間         晩夏―――仲秋 
⑭久安６年   ７月１６日―８月２４日  薤３７日間              初秋-仲秋 
院政期における「韮」「薤」「蒜」服用の様態 
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⑮仁平２年 ～７月１４日―７月２６日～ 薤１２日間～            初秋 
⑯仁平３年             ～７月 ６日～ 薤   不明            初秋 
⑰久寿元年 ～４月１３日―４月１８日  薤 ６日間～    初夏 
⑱久寿元年   ６月１６日―８月 ５日  薤４８日間         晩夏―――仲秋 





















①康和４年（1102） ４月１９日 従今朝服薬〈尓ラ〉、    
②長治元年（1104） ４月 ６日 日来服韮也、而今日奉幣以前不服、 
雖無所見愚意ニ思量也、      
１２日 日時不勘以前ニ不飲韮、退出後服之、 
③長治元年（1104） ５月２６日 薬師忠康ヲ召テ、従明日可服蒜、而其間可忌服【註 9】者、 
服始時向何方可服哉、返事テ、退出後書立テ可進上、                      
              ２７日 今日依所労服蒜、         
６月 ６日 服薬間、仍不出行、今日服薬了、     
１４日 御輿渡給大路程、不服魚、〈雖然韮ヲハ服〉、 
１５日 今日精進、雖然服韮、不魚、今日依蒜忌、不立奉幣・十列、 
３０日 依不例心経読経始之、愛染王供又同、依此間韮服也、  
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⑤長治２年（1105）閏２月２７日 明後日東宮泰山府君祭也、（中略）、此間服韮、        
             ３月 １日 今日御燈也、雖然不出河原、（中略）、是依服韮也、      
                ９日 今日依服韮不奏宣命、   
   ⑥長治２年（1105） ６月３０日 今日不出行、不例之後未出行、今日服韮、 
   ⑨嘉承元年（1106） ３月１８日 今日密々服薬、〈韮〉、不問日次、是不便事也、 
雖然又常事也、 
⑪嘉承２年（1107） ９月１０日 今日服韮、 
⑱天永３年（1112） ３月１６日 余去月従廿六日程【註 10】服韮、而今日止之、 
⑲天永３年（1112） ８月２８日 今日服蒜、 
９月１０日 今日蒜服了、韮猶服、 
１０月 ４日 日来服薬、仍不昇堂、新小ヒさしニ昇、数剋還家、 
余蒜忌二十余日許也、於韮者当日忌之也、 
２５日 余服薬忌有近、〈服蒜・韮〉、五十日内也、韮忌七日内也、               
㉒永久２年（1114） ９月１３日 自今日止韮、八幡行幸近〃故也、 
㉓永久３年（1115） ４月 ９日 密々服韮、不尋日次、 
㉕永久４年（1116） ３月１２日 自今日蜜〃服韮、 
            ２４日 今日祭以前精進、以後服魚、〈韮同之〉、 
          ４月１９日 今日止韮、賀茂社不忌韮、雖然此間可始仏事祈、仍止之、 
㉖永久４年（1116） ５月２４日 自今日服蒜、 
６月 ４日 酉剋許蒜服了、〈丗合満今日了、毎日三合、十日三升云々〉、              
                ５日 自今日服韮、 
             ８月 ４日 北野奉幣韮忌事、〈在良申云、過七日奉幣何事候乎、 
仍今日立〉、           
㉗永久５年（1117） ７月１１日 服韮、  
           １４日 服薬、仍無盆拝、 
           １５日 不参法成寺、足所労上依服薬也、 
         ８月 ４日 今日止韮之後二七日也、仍奉幣儀如常、 
㉘永久５年（1117） ９月２７日 此間自本服韮、而去夕沐浴之後不服、使立之後服之、                                 
        １０月 １日 今日止韮、 
㉙元永元年（1118） ７月 ２日 戌剋許服蒜、 
               １２日 今日蒜服了服韮、 
８月１５日 雖不立神馬精進、但服韮不服魚、 
９月 １日 余依蒜韮忌内、不出河原、遣軄事廣房有由祓、 
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（２）『殿暦』にみる「薤」 
⑧長治２年（1105） ９月１５日 雖然有病者上、薤日数内也、仍不可立行香故也、 
⑩嘉承元年（1106） ７月 ２日 自今日服薤、医師不問日次、  
               １０日 自今日服蒜、 
               ２２日 今日夕服蒜了、 
          ８月１５日 今日依蒜忌不立奉幣、 
⑫天仁元年（1108） ７月１０日 今日依祭出河井、〈呪詛〉、止薤三箇日過了、  
⑬天仁元年（1108） ８月２８日 今朝奏院事由、於宿所服蒜、従去十五日服薤、 
先例皆於宿所服之、於蒜者不分明、仍奏院所服也、 
９月 ３日 着束帯可参御前、而依蒜服不可参仕由、有院仰、仍候宿所、 
８日 今日蒜服了、猶服薤、 
１６日 今日止薤、 















⑮天永元年（1110） ７月 ８日 自今日余服蒜、 
               １８日 服薬未了、 
               ２８日 服薬蒜忌近上、此間服薤、 
⑯天永元年（1110） ９月１９日 日者所悩従今日不発、 
２１日 今日服薤、      
⑰天永２年（1111） ４月 ５日 今日予有不例気、 
            ２８日 所労猶不快、 
            ５月１０日 心地猶不快、仍依院仰始修法、薬師・尊勝、夜中許僧来、 
院政期における「韮」「薤」「蒜」服用の様態 
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              １３日 今日依院仰召僧等、渡邪気、加占之処吉由申、泰長也、 
              １６日 今日又向壇所如昨日、従昨日者猶宜、仏法験実神妙也、 
              １７日 今日向壇所、今日無其気、仏法験誠不可思議也、 
              ３０日 今日出御寺、今暁物気退却了、 
            ６月１３日 予心地無別事、雖然猶時々不快、仍渡邪気、其後心地宜、 
祢[弥]有減気色、 
              １８日 病後無極、仍従今日服薤、 
              ２８日 病後服薬、 
            ７月１７日 止服薬、〈薤〉、 
⑳永久元年（1113） ８月２７日 今日不参内、依服薬也、〈自今日服蒜〉、 
             ９月 ３日 於宿所服蒜、 
                ４日 依服薬余不参仕、 
               ２５日 抑東三條ハ極吉所也、仍不浄事有其憚故也、 
於薤・蒜者無憚、 
１０月 ９日 余自今日精進、依行幸也、〈蒜忌内也、雖然所志之至許也〉、 
１１日 日入程着御社頭、余依服薬〈蒜〉、不参御所、次第儀常如、 
中納言又服薬、仍有宿、二鳥居内也、而依夢想告、 
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③長治元年（1104） ５月２６日 薬師忠康ヲ召テ、従明日可服蒜、而其間可忌服【註 15】者、 
服始時向何方可服哉、返事テ、退出後書立テ可進上、                      
              ２７日 今日依所労服蒜、         
６月 ６日 服薬間、仍不出行、今日服薬了、     
１４日 御輿渡給大路程、不服魚、〈雖然韮ヲハ服〉、 
１５日 今日精進、雖然服韮、不魚、今日依蒜忌、不立奉幣・十列、 
３０日 依不例心経読経始之、愛染王供又同、依此間韮服也、  
④長治２年（1105）閏２月１８日 今日服蒜、     
⑦長治２年（1105） ７月 ４日 今日服蒜、腹中病依無術也、 
            ２５日 今日蒜服了、  
⑩嘉承元年（1106） ７月 ２日 自今日服薤、医師不問日次、  
               １０日 自今日服蒜、 
               ２２日 今日夕服蒜了、 
          ８月１５日 今日依蒜忌不立奉幣   
⑬天仁元年（1108） ８月２８日 今朝奏院事由、於宿所服蒜、従去十五日服薤、 
先例皆於宿所服之、於蒜者不分明、仍奏院所服也、 
９月 ３日 着束帯可参御前、而依蒜服不可参仕由、有院仰、仍候宿所、 
８日 今日蒜服了、猶服薤、 
１６日 今日止薤、 
⑮天永元年（1110） ７月 ８日 自今日余服蒜、 
               １８日 服薬未了、 
               ２８日 服薬蒜忌近上、此間服薤、 
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１０月  ４日 日来服薬、仍不昇堂、新小ヒさしニ昇、数剋還家、 
余蒜忌二十余日許也、於韮者当日忌之也、 
２５日  余服薬忌有近、〈服蒜・韮〉、五十日内也、韮忌七日内也、    
⑳永久元年（1113） ８月２７日 今日不参内、依服薬也、〈自今日服蒜〉、 
             ９月 ３日 於宿所服蒜、 
                ４日 依服薬余不参仕、 
               ２５日 抑東三條ハ極吉所也、仍不浄事有其憚故也、 
於薤・蒜者無憚、 
１０月 ９日 余自今日精進、依行幸也、〈蒜忌内也、雖然所志之至許也〉、 
１１日 日入程着御社頭、余依服薬〈蒜〉、不参御所、次第儀常如、 
中納言又服薬、仍有宿、二鳥居内也、而依夢想告、 
俄及暁更向別当宿所、〈鶏鳴程也〉、    
㉑永久２年（1114） ５月２９日 腹中病発動、仍戌剋許服蒜、衰月也、 
而当時上皇・故殿皆雖衰月令服給、仍所服也、    
            ６月１３日 今朝蒜服了服韮、 
㉔永久３年（1115） ６月 ９日 今夕蒜服之、 
㉖永久４年（1116） ５月２４日 自今日服蒜、 
６月 ４日 酉剋許蒜服了、〈丗合満今日了、毎日三合、十日三升云々〉、              
                ５日 自今日服韮、  
８月 ４日 北野奉幣韮忌事、〈在良申云、過七日奉幣何事候乎、 
仍今日立〉、   
㉙元永元年（1118） ７月 ２日 戌剋許服蒜、 
               １２日 今日蒜服了服韮、 
             ８月１５日 雖不立神馬精進、但服韮不服魚、 
９月 １日 余依蒜韮忌内、不出河原、遣軄事廣房有由祓、 
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③長治元年 ５月２７日―６月 ６日   ９日間 
⑦長治２年 ７月 ４日―７月２５日  ２２日間  
⑩嘉承元年 ７月１０日―７月２２日  １３日間 
⑬天仁元年 ８月２８日―９月 ８日  １１日間 
⑮天永元年 ７月 ８日―９月１８日～ １１日間～ 
⑲天永３年 ８月２８日―９月１０日  １３日間 
⑳永久元年 ８月２７日―９月 ３日～  ７日間～ 
㉑永久２年 ５月２９日―６月１３日  １４日間 
㉖永久４年 ５月２４日―６月 ４日  １０日間 

































































谷口美樹/JLAS (vol.1, 2020) 50-69 












































































谷口美樹/JLAS (vol.1, 2020) 50-69 










































































2. 橋本義彦『人物叢書新装版 藤原頼長』吉川弘文館、1988 年、53 頁。 
3.『史料纂集 台記 第一』続群書類従完成会、1976 年。 
谷口美樹/JLAS (vol.1, 2020) 50-69 
- 68 - 
 
4.『史料纂集 台記 第一』の「凡例」に康治元年の底本は国立公文書館内閣文庫所蔵坊城本（架號 161－57）
とある。 



























14. 拙稿「平安貴族社会と医療」奈良女子大学大学院人間文化研究科『人間文化研究科年報』第 8 号、1993 年。 
15. 前掲註 9。 
16.『小右記』は『大日本古記録 小右記』（岩波書店、1986 年）に依拠する。 
17.『後二條師通記』は『大日本古記録 後二條師通記』（岩波書店、1958 年）に依拠する。 
18. 小曾戸洋『中国医学古典と日本』塙書房、1996 年。『千金方』は 438 頁～470 頁、『神農本草経集注』は 179
頁～181 頁、『新修本草』は 181 頁、『孟詵食経』は 596 頁を参照した。 
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19.「蘇唐詮」の「詮」は「註」の誤字、あるいは「論」の可能性がある。『医心方』巻第八に「蘇唐論」とある














26. 前掲註 24。 
27.『台記』久安３年（1147）５月２５日条に「禅閤、賜文書九合〈陰陽書二合、医書二合、日本書五合〉」とあ
る。 
28. 前掲註 23。「宇治入道太相国本」とは藤原忠実所蔵本であると指摘されている。 
29. 忠実は祖父師実の服薬する姿を「大殿は薤を二杯など召ししなり」と回想している（前掲註 12、438 頁）。 






31．ジョゼフ・ニーダム著、山田慶児訳『東と西の学者と工匠 下』河出書房新社、1977 年、118 頁。 
32. 師通の山門へ対峙（前掲註 12、612 頁）にも、このような「非合理」に取り組む姿勢を見出せるのではなか
ろうか。 
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